
(57)【要約】

【課題】本発明は、陸上での走行性能を低下させること

無く、水上航走時の推進抵抗を減少させるとともに、水

上での安定性に優れた水陸両用船を提供することを目的

とする。

【解決手段】水陸両用船１は、水上に浮かぶ船体２と、

船体２の底部２ｃから下方へ一部が突出した状態に設け

られる複数の車輪３ａ，３ｂと、船体２が水上に浮かぶ

状態で車輪３ａ，３ｂを覆って船体２の外表面となだら

かに連続する外形に成形されて浮力を有するカバー４と

、船体２の上方へ持ち上げた待機状態と車輪３ａ，３ｂ

を覆う装着状態とにカバー４を移動させるアーム装置５

とを備える。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 上 に 浮 か ぶ 船 体 と 、
　 前 記 船 体 の 底 部 か ら 下 方 へ 一 部 が 突 出 し た 状 態 に 設 け ら れ る 複 数 の 車 輪 と 、
　 前 記 船 体 が 水 上 に 浮 か ぶ 状 態 で 前 記 車 輪 を 覆 っ て 前 記 船 体 の 外 表 面 と な だ ら か に 連 続 す
る 外 形 に 形 成 さ れ て 浮 力 を 有 す る カ バ ー と 、
　 前 記 船 体 の 上 方 へ 持 ち 上 げ た 待 機 状 態 と 前 記 車 輪 を 覆 う 装 着 状 態 と に 前 記 カ バ ー を 移 動
さ せ る ア ー ム 装 置 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 水 陸 両 用 船 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 カ バ ー は 、 前 記 船 体 の 右 側 及 び 左 側 に 配 置 さ れ た 前 記 車 輪 に つ い て 前 輪 の 位 置 か ら 後
輪 の 位 置 ま で そ れ ぞ れ 一 続 き に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 陸 両 用 船
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ バ ー は 、 前 記 船 体 の 両 側 部 に 露 出 す る 前 記 前 輪 の 側 部 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ に 記 載 の 水 陸 両 用 船 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 カ バ ー は 、 吃 水 線 よ り 下 に な る 範 囲 で 前 記 車 輪 の 少 な く と も 外 周 を 覆 う こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 水 陸 両 用 船 。
【 請 求 項 ５ 】
水 上 に 浮 か ぶ 船 体 と 、
　 前 記 船 体 の 底 部 か ら 下 方 へ 一 部 が 突 出 し た 状 態 に 設 け ら れ る 複 数 の 車 輪 と 、
　 前 記 船 体 の 外 表 面 か ら 前 記 車 輪 の 外 表 面 に 向 け て な だ ら か に 延 び る カ バ ー と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 水 陸 両 用 船 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 カ バ ー は 、 内 部 が 浮 力 部 材 で 充 填 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 陸 両 用 船 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 カ バ ー は 、 前 記 外 形 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 外 殻 を 有 し 、 内 部 が 中 空 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 水 陸 両 用 船 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 上 の 航 走 と 陸 上 の 走 行 と が 可 能 な 水 陸 両 用 船 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 水 上 の 航 走 と 陸 上 の 走 行 と が 可 能 な 乗 物 と し て 、 船 を 基 に し た 水 陸 両 用 船 （ 水 陸 両 用 艇
） 、 或 い は 、 車 両 を 基 に し た 水 陸 両 用 車 が あ る 。 水 陸 両 用 艇 （ 水 陸 両 用 船 ） 、 ま た は 、 水
陸 両 用 車 と し て 、 水 上 に 浮 揚 す る 艇 体 （ 船 体 ） ま た は 車 体 に 、 引 き 込 み 式 の 車 輪 を 備 え る
も の が あ る 。 車 輪 格 納 レ セ ス （ タ イ ヤ ハ ウ ス ） に 車 輪 を 格 納 し た 状 態 で 艇 体 （ 船 体 ） ま た
は 車 体 の 外 板 に 沿 っ て 車 輪 格 納 レ セ ス を 覆 う カ バ ー が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 艇 体 と の 間 に 設 け ら れ る 蝶 番 に よ っ て カ バ ー が 回 動 自 在 、 か つ 着 脱 自 在 で あ る 水 陸 両 用
艇 が あ る 。 車 輪 格 納 レ セ ス と 接 触 す る カ バ ー の 外 縁 に は 、 パ ッ キ ン グ が 取 付 け ら れ て い る
。 水 陸 両 用 艇 は 、 陸 上 を 走 行 す る 場 合 、 カ バ ー を 取 外 す と と も に 車 輪 を 艇 体 よ り 下 方 に 張
り 出 さ せ 、 水 上 を 航 走 す る 場 合 、 車 輪 を 艇 体 に 引 き 込 ん だ 状 態 で 車 輪 格 納 レ セ ス を カ バ ー
で 水 密 に 閉 じ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 カ バ ー を 車 体 に 内 蔵 し 、 車 体 底 面 に 開 口 す る 車 輪 昇 降 口 と ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 吸 込
口 の ど ち ら か 一 方 を 塞 ぎ 他 方 を 開 放 す る 水 陸 両 用 車 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ）
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。 カ バ ー と し て シ ャ ッ タ ー 装 置 を 各 タ イ ヤ 収 納 室 （ タ イ ヤ ハ ウ ス ） に 内 蔵 し 、 車 輪 を タ イ
ヤ 収 納 室 に 引 き 込 ん だ 状 態 で タ イ ヤ 収 納 室 の 開 口 部 を シ ャ ッ タ ー 扉 で 閉 鎖 す る 水 陸 両 用 車
が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 水 陸 両 用 車 は 、 上 下 に 動 か せ る 支 持 器 を 介 し て 浮 力 体 が 車 体 に 取 付 け ら れ て い る
。 陸 上 で 使 用 す る 場 合 、 支 持 器 で 浮 力 体 を 上 に 揚 げ る 。 水 上 で 使 用 す る 場 合 、 支 持 器 で 浮
力 体 を 下 げ 、 浮 力 体 の 浮 力 で 車 体 を 水 面 上 に 押 し 上 げ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ２ ５ ５ ５ ７ ２ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ２ ５ ４ ３ ３ ３ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 ３ － ５ ６ ０ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ８ － ２ ８ ２ ２ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 引 き 込 み 式 の 車 輪 を 備 え る 水 陸 両 用 艇 ま た は 水 陸 両 用 車 は 、 車 輪 を 出 し
入 れ す る た め の 複 雑 な 機 構 が 必 要 と な る と と も に 、 艇 体 ま た は 車 体 の 重 量 が 増 す 。 そ し て
、 重 量 が 増 す と 吃 水 線 が 上 が っ て 水 没 す る 部 分 が 大 き く な る た め 、 推 進 抵 抗 も 増 す 。 さ ら
に 、 タ イ ヤ ハ ウ ス に 水 が 浸 水 し た 状 態 で は 、 艇 体 ま た は 車 体 の 安 定 性 が 悪 く な る 。 し た が
っ て 、 艇 体 ま た は 車 体 を 安 定 さ せ る に は 、 タ イ ヤ ハ ウ ス の 排 水 装 置 が 必 要 と な る と と も に
、 カ バ ー は 、 タ イ ヤ ハ ウ ス を 水 密 に 密 閉 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 引 き 込 み 式 の 車 輪 の 支 持 部 に サ ス ペ ン シ ョ ン の 機 能 を 備 え さ せ る に は 、 サ ス ペ ン
シ ョ ン ご と タ イ ヤ ハ ウ ス に 引 き 込 ま な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、 引 き 込 み 式 の 車 輪 を
備 え る 場 合 、 広 い タ イ ヤ ハ ウ ス が 必 要 と な る た め 、 水 陸 両 用 艇 ま た は 水 陸 両 用 車 は 、 車 輪
の 支 持 部 に サ ス ペ ン シ ョ ン 機 能 を 備 え て い な い こ と が 多 く 、 陸 上 で の 乗 り 心 地 が 悪 い こ と
が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 浮 力 体 で 車 体 を 水 面 上 に 浮 上 さ せ る 水 陸 両 用 車 は 、 水 上 航 走 時 に 車 輪 が 抵 抗 と な
っ て 、 船 の よ う に 速 度 が 出 せ な い 。 さ ら に 、 車 輪 が 抵 抗 と な ら な い よ う に 車 体 を 水 面 上 に
押 し 上 げ る に は 、 そ れ に 応 じ た 浮 力 体 が 必 要 と な る た め 、 陸 上 走 行 時 に こ の 浮 力 体 が 邪 魔
に な る こ と が 多 く 、 陸 上 で の 走 行 性 能 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 陸 上 で の 走 行 性 能 を 低 下 さ せ る こ と 無 く 、 水 上 航 走 時 の 推 進 抵 抗 を
減 少 さ せ る と と も に 、 水 上 で の 安 定 性 に 優 れ た 水 陸 両 用 船 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 水 陸 両 用 船 は 、 水 上 に 浮 か ぶ 船 体 と 、 船 体 の 底 部 か ら 下 方 へ 一 部 が 突 出 し
た 状 態 に 設 け ら れ る 複 数 の 車 輪 と 、 船 体 が 水 上 に 浮 か ぶ 状 態 で 車 輪 を 覆 っ て 船 体 の 外 表 面
と な だ ら か に 連 続 す る 外 形 に 形 成 さ れ て 浮 力 を 有 す る カ バ ー と 、 船 体 の 上 方 へ 持 ち 上 げ た
待 機 状 態 と 車 輪 を 覆 う 装 着 状 態 と に カ バ ー を 移 動 さ せ る ア ー ム 装 置 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 推 進 抵 抗 及 び 増 波 抵 抗 を 低 減 さ せ る た め に 、 カ バ ー は 、 船 体 の 右 側 及 び 左 側 に 配 置 さ れ
た 車 輪 に つ い て 前 輪 の 位 置 か ら 後 輪 の 位 置 ま で そ れ ぞ れ 一 続 き に 形 成 す る 。 ま た 、 船 体 の
両 側 部 に 露 出 す る 前 輪 の 側 部 を 覆 う 。 ま た は 、 吃 水 線 よ り 下 に な る 範 囲 で 車 輪 の 少 な く と
も 外 周 を 覆 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 他 の 水 陸 両 用 船 は 、 水 上 に 浮 か ぶ 船 体 と 、 船 体 の 底 部 か ら 下 方 へ 一 部 が 突
出 し た 状 態 に 設 け ら れ る 複 数 の 車 輪 と 、 船 体 の 外 表 面 か ら 車 輪 の 外 表 面 に 向 け て な だ ら か
に 延 び る カ バ ー と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ま た 、 水 陸 両 用 船 の 水 上 に お け る 安 定 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 カ バ ー は 、 内 部 に 浮 力 部
材 を 充 填 す る 。 ま た は 、 カ バ ー を 軽 量 に す る た め に 、 カ バ ー は 、 そ の 外 形 に 沿 っ て 形 成 さ
れ た 外 殻 を 有 し 、 内 部 を 中 空 に す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 水 陸 両 用 船 に よ れ ば 、 車 輪 を 引 き 込 む こ と な く カ バ ー を 装 着 す る こ と に よ
っ て 車 輪 を 覆 っ て い る 。 し た が っ て 、 車 輪 を 支 持 す る 部 分 に サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 を 容 易 に
設 け る こ と が で き る 。 ま た 、 カ バ ー は 、 ア ー ム 装 置 に よ っ て 船 体 の 上 方 に 持 ち 上 げ る こ と
が で き る 。 し た が っ て 、 水 陸 両 用 船 は 、 陸 上 走 行 時 の 乗 り 心 地 や 走 行 性 能 を 損 な う こ と は
な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 水 陸 両 用 船 は 、 水 上 を 航 走 す る 場 合 、 車 輪 を 覆 っ て 船 体 と な だ ら か に 連 続 す る
カ バ ー を 装 着 す る の で 、 車 輪 に よ っ て 波 お よ び 渦 が 発 生 し な い 。 つ ま り 、 水 陸 両 用 船 は 、
造 波 抵 抗 及 び 推 進 抵 抗 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 カ バ ー の 浮 力 に よ っ て 船 体 の 復
原 力 が 増 す の で 、 航 走 時 の 横 揺 れ を 防 止 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 水 陸 両 用 船 は 、
安 定 し た 状 態 で 水 上 を 航 走 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １ に つ い て 、 水 辺 の 観 光 に 用 い ら れ る 水 陸 両
用 バ ス を 一 例 に 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す 水 陸 両 用 船 １ は 、 船 体 ２ と
車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ と カ バ ー ４ と ア ー ム 装 置 ５ と を 備 え る 。 船 体 ２ の 下 半 部 は 、 水 密 に 作 ら れ
て お り 、 水 上 に 浮 か ぶ 浮 力 を 有 し て い る 。 舳 先 ２ ａ は 、 推 進 抵 抗 を 軽 減 す る た め に 先 細 り
に な っ て い る 。 船 体 ２ の 左 右 両 舷 に は 、 前 輪 ３ ａ 及 び 後 輪 ３ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 各 車 輪
３ ａ ， ３ ｂ は 、 船 体 ２ に 凹 設 さ れ た タ イ ヤ ハ ウ ス ２ ｂ に 収 容 さ れ 、 船 体 ２ の 底 部 ２ ｃ か ら
下 方 に 突 出 し て い る 。 各 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 そ れ ぞ れ サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 を 介 し て 支 持 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 カ バ ー ４ は 、 船 体 ２ が 水 上 に 浮 か ぶ 状 態 で 船 体 ２ の 底 部 ２ ｃ に 装 着 さ れ 、 船 体 ２ の 底 部
２ ｃ か ら 突 出 し た 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ を 覆 っ て 船 体 ２ の 外 表 面 と な だ ら か に 連 続 す る 外 形 に 形
成 さ れ て い る 。 カ バ ー ４ は 、 こ の 外 形 に 沿 っ て 設 け ら れ た 硬 質 層 の 外 殻 ４ ａ を 有 し て い る
。 外 殻 ４ ａ は 、 金 属 製 の 板 金 構 造 物 で も 良 い が 、 耐 腐 食 性 及 び 軽 量 化 を 考 慮 す る と 、 ガ ラ
ス 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク （ Ｇ Ｆ Ｒ Ｐ ） で 作 る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 カ バ ー ４ の 内 部 ４ ｂ は 、 浮 力 部 材 で 充 填 さ れ て い て も よ い し 、 外 殻 ４ ａ を 水 密 に
作 っ て 内 部 ４ ｂ を 中 空 に し た 、 い わ ゆ る フ ロ ー ト の よ う に 作 ら れ て い て も 良 い 。 中 空 に し
た カ バ ー ４ の 内 部 ４ ｂ に 仕 切 り を 設 け る と 剛 性 を 高 め る こ と が で き る の で 、 さ ら に 外 殻 ４
ａ の 板 厚 を 薄 く し て カ バ ー ４ 全 体 の 重 量 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 仕 切 ら れ た 部 屋
毎 に 水 な ど を 注 入 し 、 バ ラ ス ト の よ う に 使 用 す る こ と で 、 水 陸 両 用 船 １ を 水 上 で 安 定 さ せ
や す い 。 水 陸 両 用 船 １ は 、 ア ー ム 装 置 ５ を 作 動 さ せ て 船 体 ２ の 天 井 か ら カ バ ー ４ を 吃 水 線
Ｗ よ り 下 に 装 着 す る の で 、 カ バ ー ４ の 浮 力 が あ る と カ バ ー ４ の 装 着 時 に ア ー ム 装 置 ５ に 負
荷 が か か る 。 そ こ で 、 装 着 時 に カ バ ー ４ の 中 に 注 水 さ れ る よ う に し て お き 、 カ バ ー ４ の 装
着 完 了 後 に 、 コ ン プ レ ッ サ に 接 続 さ れ た 送 気 管 を 通 し て カ バ ー ４ 内 に 空 気 を 送 通 し 、 カ バ
ー ４ 内 の 水 を 排 水 す る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 カ バ ー ４ の 装 着 が 容 易 に な る と と も に 、
カ バ ー ４ の 浮 力 の 調 節 を 好 適 に 行 な う こ と が で き る た め 、 浮 力 材 と し て の 効 果 が 上 が る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 カ バ ー ４ は 、 左 右 両 側 で 一 対 に 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 前 輪 ３ ａ の 位 置 か ら 後 輪 ３ ｂ の 位 置
ま で 、 一 続 き に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 カ バ ー ４ は 、 吃 水 線 Ｗ よ り 下 に な る 範 囲 で 車 輪 ３
ａ ， ３ ｂ の 少 な く と も 外 周 ３ ｃ 、 ３ ｄ を 覆 う よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に カ バ ー ４
が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ に よ っ て 生 じ る 造 波 抵 抗 や 推 進 抵 抗 が 軽 減 さ
れ る の で 、 水 陸 両 用 船 １ は 、 水 上 で の 航 走 性 能 が 向 上 す る 。 な お 、 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ の 側 面

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-53434 A 2005.3.3



は 、 水 陸 両 用 船 １ の 航 走 方 向 に 沿 っ て い る の で 、 カ バ ー ４ で 覆 わ れ て い な く て も 推 進 抵 抗
を 増 加 さ せ る 作 用 が 少 な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ア ー ム 装 置 ５ は 、 船 体 ２ の 左 右 両 側 に 前 方 及 び 後 方 で １ 対 に 設 け ら れ て い る 。 前 方 の ア
ー ム 装 置 ５ と 後 方 の ア ー ム 装 置 ５ は 、 そ れ ぞ れ 連 動 し て い る 。 ま た 、 ア ー ム 装 置 ５ は 、 水
陸 両 用 船 １ が 水 上 に い る と き に 作 動 さ せ る の で 、 作 動 中 の バ ラ ン ス を 保 つ た め に 、 右 側 の
対 と 左 側 の 対 を 互 い に 連 動 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 ア ー ム 装 置 ５ は 、 駆 動 部 ６ と ス イ ン グ 部 ７ と エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ と を 備 え る 。 駆 動
部 ６ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 船 体 ２ の 上 部 の 右 側 お よ び 左 側 に そ れ ぞ れ １ 機 取 付 け ら れ て
お り 、 前 方 と 後 方 の ア ー ム 装 置 ５ で 兼 用 す る 。 こ れ に よ り 、 前 方 の ア ー ム 装 置 ５ と 後 方 の
ア ー ム 装 置 ５ と の 同 期 を 取 り や す く し て い る 。 駆 動 部 ６ は 、 水 陸 両 用 船 １ の 操 縦 席 か ら 遠
隔 操 作 に よ っ て 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 前 方 及 び 後 方 に そ れ ぞ れ １ 機 、 合 計 ２ 機
設 け る 代 わ り に 中 央 に １ 機 設 け て 全 て の ア ー ム 装 置 ５ を 連 動 さ せ て も 良 い 。 ま た 、 ア ー ム
装 置 ５ は 、 左 右 そ れ ぞ れ 前 方 、 中 央 、 後 方 の ３ か 所 に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス イ ン グ 部 ７ は 、 基 端 ７ ａ が 駆 動 部 ６ に 設 け ら れ た 回 動 軸 ６ ａ に 枢 着 さ れ 、 先 端 ７ ｂ が
エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ の 基 端 ８ ａ と 連 結 さ れ て い る 。 ス イ ン グ 部 ７ は 、 図 ３ 中 の 矢 印 Ａ に
示 す よ う に 駆 動 部 ６ に よ っ て 回 動 軸 ６ ａ を 中 心 に 回 動 さ れ 、 エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ を 船 体
２ の 側 方 に 振 り 出 す 。 エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ の 基 端 ８ ａ と ス イ ン グ 部 ７ の 先 端 ７ ｂ と の 連
結 部 に は 、 回 動 軸 ６ ａ に 対 し て ス イ ン グ 部 ７ が 回 動 す る 角 度 と 連 動 し て ス イ ン グ 部 ７ と エ
ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ と を 図 ３ 中 の 矢 印 Ｂ で 示 す 方 向 に 伸 展 又 は 折 畳 む 連 動 機 構 が 組 み 込 ま
れ て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 船 体 ２ の 側 方 へ ス イ ン グ 部 ７ を 振 り 出 す 方 向 に 回 動 さ せ る と
、 ス イ ン グ 部 ７ と エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ と が 伸 展 し 、 船 体 ２ の 上 へ ス イ ン グ 部 ７ を 振 り 上
げ る 方 向 に 回 動 さ せ る と 、 ス イ ン グ 部 ７ と エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ と が 折 畳 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ は 、 シ リ ン ダ ８ ｂ と ロ ッ ド ８ ｃ と を 備 え る 、 い わ ゆ る ジ ャ ッ キ で
あ る 。 エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ は 、 水 圧 に よ り 図 ３ 中 に 示 す 矢 印 Ｃ で 示 す よ う に 伸 縮 す る 。
な お 、 水 圧 の 代 わ り に 油 圧 や 空 気 圧 で 作 動 さ せ て も 良 い 。 エ ク ス テ ン シ ョ ン 部 ８ の 先 端 ８
ｄ は 、 船 体 ２ の 左 右 外 側 か ら 見 え る カ バ ー ４ の 側 部 ４ ｃ と 固 定 さ れ て い る 。 以 上 の よ う に
ア ー ム 装 置 ５ は 、 船 体 ２ の 上 方 へ カ バ ー ４ を 持 ち 上 げ た 待 機 状 態 と 、 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ を カ
バ ー ４ で 覆 う 装 着 状 態 と に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 水 陸 両 用 船 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 水 陸 両 用 船 １ は
、 陸 上 に お い て ア ー ム 装 置 ５ を 待 機 状 態 に し 、 カ バ ー ４ を 船 体 ２ の 上 に 持 ち 上 げ て い る 。
カ バ ー ４ が 船 体 ２ の 幅 よ り も 外 側 に 突 出 し な い の で 、 陸 上 走 行 に 支 障 を き た す こ と は な い
。 ま た 、 水 陸 両 用 船 １ は 、 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ が サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 を 介 し て 取 付 け ら れ て い
る の で 、 観 光 用 の バ ス な ど と 同 じ 乗 り 心 地 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 水 陸 両 用 船 １ は 、 カ バ ー ４ を 船 体 ２ の 上 に 持 ち 上 げ た 状 態 で 、 陸 上 か ら 水 上 に 進 水 す る
。 船 体 ２ が 完 全 に 水 上 に 浮 か ん だ こ と が 確 認 さ れ る と 、 ア ー ム 装 置 ５ を 待 機 状 態 か ら 装 着
状 態 に 移 動 さ せ る 。 ア ー ム 装 置 ５ を 装 着 状 態 に す る こ と に よ っ て 、 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ が カ バ
ー ４ に 覆 わ れ る 。 そ の 結 果 、 カ バ ー ４ が 、 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ に よ っ て 生 じ る 造 波 抵 抗 や 推 進
抵 抗 を 軽 減 す る の で 、 水 陸 両 用 船 １ の 水 上 に お け る 航 走 性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 カ バ ー ４ は 、 フ ロ ー ト と し て の 機 能 を 有 し て い る の で 、 水 陸 両 用 船 １ の 浮 力 を 補
助 す る と と も に 、 左 右 で 一 対 に 設 け ら れ る の で 、 船 体 ２ の 横 揺 れ 、 い わ ゆ る ロ ー リ ン グ に
対 す る 安 定 性 、 つ ま り 復 原 力 が 向 上 す る 。 ま た 、 前 輪 ３ ａ の 位 置 か ら 後 輪 ３ ｂ の 位 置 ま で
一 続 き に カ バ ー ４ が 設 け ら れ て い る の で 、 航 走 時 の 直 進 性 、 ヨ ウ イ ン グ 及 び ピ ッ チ ン グ に
対 す る 安 定 性 が 向 上 す る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 水 陸 両 用 船 １ は 、 陸 上 に 上 が る 場 合 、 水 上 に 船 体 ２ が 浮 か ん だ 状 態 で ア ー ム 装 置 ５ を 作
動 さ せ て 待 機 状 態 に 移 動 さ せ る こ と で 、 カ バ ー ４ を 船 体 ２ の 上 に 持 ち 上 げ る 。 車 輪 ３ ａ ，
３ ｂ が 露 出 さ れ る の で 、 水 陸 両 用 船 １ は 、 上 陸 す る こ と が で き る よ う に な る 。 な お 、 水 陸
両 用 船 １ は 、 推 進 用 の 駆 動 装 置 を 搭 載 し て い る 。 駆 動 装 置 は 、 陸 上 に お い て 車 輪 ３ ａ ， ３
ｂ と 連 結 さ れ 、 水 上 に お い て 船 体 ２ 後 部 に 露 出 す る ス ク リ ュ ウ ９ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 水 陸 両 用 船 １ は 、 水 上 航 走 時 に 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ を 覆 う カ バ ー ４ を 装 着 す る
の で 、 造 波 抵 抗 及 び 推 進 抵 抗 を 軽 減 さ せ 、 船 体 ２ の 安 定 性 が 向 上 す る 。 つ ま り 、 水 陸 両 用
船 １ は 、 陸 上 で の 走 行 性 能 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 水 上 で の 航 走 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １ に つ い て 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４
に 示 す 水 陸 両 用 船 １ は 、 図 １ に 示 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １ に 比 べ て 前 輪 ３ ａ 近
傍 の 船 体 ２ の 形 状 が 異 な る と と も に 、 こ れ に と も な い カ バ ー ４ の 形 状 が 異 な る 。 船 体 ２ の
舳 先 ２ ａ は 、 舳 先 ２ ａ か ら 前 輪 ３ ａ の 位 置 に か け て 通 常 の 船 舶 と 同 様 に な だ ら か な 曲 面 で
形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 前 輪 ３ ａ が 船 体 ２ の 前 方 に 向 か っ て 露 出 す る 。 し た が っ て 、
カ バ ー ４ は 、 吃 水 線 Ｗ よ り 下 に な る 範 囲 で 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ の 外 周 ３ ｃ ， ３ ｄ を 覆 う よ う に
形 成 さ れ て い る 。 な お 、 上 述 以 外 の 部 分 に つ い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １ と 同
様 に 構 成 さ れ て お り 、 同 じ 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に カ バ ー ４ を 形 成 す る こ と で 、 第 １ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １ と 同 様 に 、 車 輪
３ ａ ， ３ ｂ に よ っ て 発 生 す る 造 波 抵 抗 及 び 推 進 抵 抗 を 軽 減 す る こ と が で き る の で 、 水 陸 両
用 船 １ の 水 上 で の 航 走 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １ に つ い て 、 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ５
に 示 す 水 陸 両 用 船 １ は 、 図 １ に 示 し た 水 陸 両 用 船 １ と 同 じ 船 体 形 状 を 有 し て お り 、 カ バ ー
４ の 形 状 が 異 な る 。 こ の カ バ ー ４ は 、 前 輪 ３ ａ の 位 置 か ら 後 輪 ３ ｂ の 位 置 を 越 え て 後 輪 ３
ｂ よ り も 後 方 ま で の 範 囲 に 装 着 さ れ る 形 状 を 有 し て い る 。 し た が っ て 、 カ バ ー ４ は 、 前 輪
３ ａ の 後 方 及 び 後 輪 ３ ｂ の 後 方 に 渦 が 発 生 す る こ と を 防 止 し 、 か つ 、 後 輪 ３ ｂ の 前 面 で 受
け る 抵 抗 を 軽 減 す る 。 な お 、 上 述 以 外 の 部 分 に つ い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １
と 同 様 に 構 成 さ れ て お り 、 同 じ 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て そ
の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 カ バ ー ４ を 形 成 す る こ と で 、 第 １ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １ と 同 様 に 、 車
輪 ３ ａ ， ３ ｂ に よ っ て 発 生 す る 造 波 抵 抗 及 び 推 進 抵 抗 を 軽 減 す る こ と が で き る の で 、 水 陸
両 用 船 １ の 水 上 で の 航 走 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 ４ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 １ に つ い て 、 図 ６ 及 び 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す
る 。 図 ６ に 示 す 水 陸 両 用 船 １ は 、 船 体 ２ の 底 部 ２ ｃ か ら 突 出 す る 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ の 前 方 及
び 後 方 の 位 置 に フ ェ ン ダ ー １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら
の フ ェ ン ダ ー １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ は 、 カ バ ー と し て の 機 能 を 有 す る 他 の 一 例
で あ っ て 船 体 ２ の 外 表 面 か ら 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ の 外 表 面 に 向 け て な だ ら か に 延 び る 流 線 形 に
形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 フ ェ ン ダ ー １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ は 、 図 ７ に 示 す よ う
に 船 体 ２ の 幅 方 向 に つ い て も 、 造 波 抵 抗 を 発 生 し な い よ う に 、 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ を 中 心 に 前
後 方 向 へ 延 び る 滑 ら か な 楕 円 形 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 各 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 そ れ ぞ れ サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 車 輪 ３ ａ
， ３ ｂ は 、 陸 上 走 行 の 妨 げ に な ら な い 程 度 に 下 方 に 向 か っ て フ ェ ン ダ ー １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ，
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１ ０ ｃ ， １ ０ ｄ か ら 露 出 し て お り 、 そ の 他 の 部 分 が フ ェ ン ダ ー １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ，
１ ０ ｄ で 覆 わ れ た 状 態 に な っ て い る 。 水 陸 両 用 船 １ は 、 フ ェ ン ダ ー １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０
ｃ ， １ ０ ｄ が 船 体 ２ の 底 部 ２ ｃ に 取 付 け ら れ て お り 、 ア ー ム 装 置 を 必 要 と し な い 。 フ ェ ン
ダ ー １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ と 船 体 ２ の 底 部 ２ ｃ と の 間 に は 、 浮 力 部 材 を 充 填 し
て も よ い し 、 中 空 に 水 密 な 外 殻 で 覆 う こ と で 浮 力 を 発 生 さ せ て も 良 い 。 船 体 ２ の 後 部 に は
、 水 上 で の 推 進 装 置 と し て 船 体 ２ に 内 蔵 さ れ る ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 推 進 機 の 噴 出 口 １ １ が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 水 陸 両 用 船 １ は 、 各 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ の 前 後 に 船 体 ２ か ら 車 輪 ３
ａ ， ３ ｂ に 向 か っ て 流 線 形 に 延 び る フ ェ ン ダ ー １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ が 取 付 け
ら れ る の で 、 車 輪 ３ ａ ， ３ ｂ に よ っ て 発 生 す る 造 波 抵 抗 及 び 推 進 抵 抗 を 軽 減 す る こ と が で
き る 。 そ し て 、 陸 上 か ら 水 上 、 ま た は 水 上 か ら 陸 上 に 移 り 変 わ る 際 に 、 フ ェ ン ダ ー １ ０ ａ
， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ を 移 動 さ せ る 手 間 が か か ら な い 。 ま た 、 船 体 ２ の 上 に ア ー ム 装
置 ５ な ど を 搭 載 す る 必 要 が な い の で 、 船 体 ２ の 総 重 量 が 軽 量 で あ る と と も に 、 船 体 ２ の 大
き さ も 嵩 張 ら ず に す む 。 さ ら に 、 船 室 ２ ｄ の 天 井 部 ２ ｅ を 透 明 に し て 視 界 を 拡 げ る こ と が
で き る の で 、 水 辺 の 観 光 用 に 利 用 さ れ る 水 陸 両 用 バ ス と し て 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 水 陸 両 用 船 を 示 す 底 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 水 陸 両 用 船 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 第 ４ の 実 施 形 態 の 水 陸 両 用 船 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ７ の カ バ ー を 示 す 底 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ … 水 陸 両 用 船 、 ２ … 船 体 、 ２ ｃ … 底 部 、 ３ ａ … 前 輪 （ 車 輪 ） 、 ３ ｂ … 後 輪 （ 車 輪 ） 、
４ … カ バ ー 、 ４ ａ … 外 殻 、 ４ ｂ … 内 部 、 ５ … ア ー ム 装 置 、 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０
ｄ … フ ェ ン ダ ー 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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